
 中国、韓国、台湾等の諸外国・地域において口蹄疫、高病原性鳥インフルエンザ
等の継続的な発生が確認されています。特に本年8月には、中国においてアジアで
初となるアフリカ豚コレラの発生が確認され、中国全土に拡大している中、中国か
らの旅行客が携帯品として持ち込んだ豚肉製品から、本病のウイルス遺伝子が検出
されており、畜産物を介した本病の侵入リスクが高まっていると考えられます。 

 つきましては、家畜の悪性伝染病が発生している国や地域への渡航は極力避ける
とともに、渡航する場合は、畜産関連施設及び生鳥市場等への立ち入りや家畜への
接触を避けるよう御協力をお願いします。また、詳細な情報については、下記ウェ
ブサイトに掲載されていますので、御覧下さい。 

  

熊本県阿蘇家畜保健衛生所  
 〒869-2612 阿蘇市一の宮町宮地２６３９-１  
 TEL 0967-22-0041 FAX 0967-22-4612 

年末年始及び春節期間中における動物検疫の徹底について 

○農林水産省ウェブサイト 
「アフリカ豚コレラについて」 
http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/asf.html 
「飼養衛生管理基準について」 
http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/katiku_yobo/k_shiyou/index.html  
「海外から日本の農場に来る技能実習生や受け入れる方への情報」 
http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/katiku_yobo/k_shiyou/jisshusei.html 
○動物検疫所ウェブサイト 
「アフリカ豚コレラへの対応」 
http://www.maff.go.jp/aqs/topix/asf2018.html 
「家畜の伝染性疾病の侵入を防止するために～海外へ旅行される方へのお願い～」 
http://www.maff.go.jp/aqs/topix/mizugiwa.html 

鹿児島県出水市のツルねぐらの水から 
         低病原性鳥インフルエンザウイルスを検出！ 

 鹿児島県は平成30年12月18日、同県出水市でツルのねぐらの水から、低病原
性鳥インフルエンザウイルス（H7N9亜型）が検出されたと発表しました。今シー
ズンの野鳥等からのウイルス検出事例は、10月の千葉県（低病原性H7亜型）、
12月の愛知県（低病原性H7N9亜型）に次いで3例目です。 
 家きん飼養者の皆様におかれましては、飼養衛生管理基準の遵守を徹底していた
だくとともに、以下の様な症状が認められた場合は、速やかに家畜保健衛生所に御
連絡下さい。 

•１日の死亡羽数が、過去３週間の平均死亡羽数の２倍以上となった場合。 
•鶏冠、肉垂などのチアノーゼ、沈うつ、産卵率の低下等の症状を示している家
きんがいる場合。 

•５羽以上の家きんがまとまって死亡しているまたは、まとまってうずくまって
いる場合。 

     阿蘇家畜保健衛生所 ＴＥＬ ０９６７－２２－００４１ 
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 韓国や台湾など近隣諸国では依然として悪性家畜伝染病が発生しています。地域
全体で衛生水準を上げる事が重要です。 
 防災情報や家畜伝染病発生情報を配信しています。 
下記アドレスもしくは右のQRコードより、登録用ホームページへ！ 
 http://www.anshin.pref.kumamoto.jp/ 

毎月20日はくまもと家畜防疫の日 

近隣諸国における悪性伝染病発生情報 

岐阜県における豚コレラの発生について 

 平成30年9月9日、岐阜県の養豚農場において、我が国では26年ぶりとなる豚
コレラの発生が確認されました。現在までに岐阜県において、合計6件の発生が確
認され、現地調査の結果、衛生管理区域専用の衣服及び靴の使用及び野生動物対策
（侵入防止及び死体や胎盤等の適切な処理）が徹底されていなかったと報告されて
います。また、調査対象区域内で発見された死亡した野生いのしし及び捕獲された
野生いのししからも、陽性事例が確認されています。 
 養豚農家の皆様方におかれましては、引き続き、飼養衛生管理の徹底や 
早期摘発のための監視の強化に万全を期していただくようお願いいたします。 

例目 発生日 発生市 飼養頭数 備考 

1 H30.9.9 岐阜市 
繁殖豚79頭 
肥育豚531頭 

2 H30.11.16 岐阜市 
繁殖豚2頭 
子豚21頭 

岐阜市畜産センター公園 

3 H30.12.5 美濃加茂市 
繁殖豚67頭 
子豚424頭 

岐阜県畜産研究所 

4 H30.12.10 関市 いのしし22頭 いのしし飼養農場 

5 H30.12.15 可児市 
繁殖豚3頭 
肥育豚7頭 

岐阜県農業大学校 

6 H30.12.25 関市 
繁殖豚871頭 
肥育豚6,676頭 

  

病名 型 発生地（国） 畜種 発生年月日

高病原性

鳥インフルエンザ
H5N2 台湾（7件）

七面鳥、肉用あひる、

肉用がちょう、鶏

平成30年11月7日

～12月18日

アフリカ豚コレラ 中国（2２件） 豚、いのしし
平成30年11月29日

～12月25日

平成30年1月1日時点


